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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも部分的に反射する層を有するミラーであって、
　前記少なくとも部分的に反射する層が開口部を有し、
　前記開口部の領域に偏光ミラーが設けられ、
　前記偏光ミラーが前記偏光ミラーの非観察側にディスプレイデバイスを備え、
　前記少なくとも部分的に反射する層の反射率が、前記開口部の端部において、前記開口
部から外向き方向に大きくなるミラー。
【請求項２】
　前記偏光ミラーは、第一の種類の偏光の光を前記偏光ミラーの観察側に反射し、且つ第
二の種類の偏光の光を通し、前記ディスプレイデバイスは、使用中、前記第二の種類の偏
光の光を供給する請求項１に記載のミラー。
【請求項３】
　前記開口部の領域に半透過層を有する請求項１又は２に記載のミラー。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のミラーと、前記ミラーの観察側に設けられる他
の半透明ミラーと、を有するミラー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ディスプレイデバイスを有するミラー（鏡）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例としてミラー表面の部分が表示（ディスプレイ）目的のために使用されるバスルーム
ミラーンのような大きなミラーを考えられてもよい。他の例は、トラックのための外側ミ
ラー、シェービングルームにおけるミラー、ドレッシングテーブルミラー、もしくは試着
室（フィッティングルーム（fitting room））における全身を映すミラー、又はミラーの
付いた壁のような中ぐらいの大きさのミラーである。
【０００３】
　このようなミラーは、２００２年３月１８日に出願された審査係属中の欧州特許出願第
02076069.2号公報及び２００２年１０月１７日に出願された欧州特許出願第02079306.3号
公報（PH NL 02.1038）に開示されている。ミラー機能は、ディスプレイデバイスの前に
部分的に反射する層（部分的反射層（partly reflecting layer））の代わりに偏光ミラ
ー（polarizing mirror）又は反射偏波（偏光）器（reflective polarizer）を導入する
ことによって得られる。
【０００４】
　しかしながら一方で当該構造体のいくつかの不利点は、偏波器の反射率が色と方向との
両方において（わずかな）不均質性を示し、その結果、偏波器の反射率も（（自動車のよ
うな）ある用途を禁止する約５０％に）制限される一方、色パターン及び妨害反射画像（
disturbed
reflected image）がもたらされる。
【０００５】
　一方で現在利用可能な反射偏波器は大きさが限定されており、（非常に）大きなミラー
における用途は妨げられている一方、それらの費用もかなり高額であり、通常、普通のミ
ラーの価格の数倍となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的の一つは少なくとも部分的に上記の問題を克服することにある。　　
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このために、本発明によるミラーは、ディスプレイデバイスを有する目的を見るための
偏光ミラー及び少なくとも部分的に反射する層を有している。
【０００８】
　部分的に反射する層は、ディスプレイデバイスの前にもたらされるとき上記不均質性を
低減する。一方ミラーが、反射層を有する第一の部分及び偏光ミラーから光を少なくとも
部分的に透過する第二の部分を有しているとき、完全に反射する層（完全反射層（comple
tely
reflecting layer））はディスプレイデバイスの領域の外側に使用され得る。　
【０００９】
　通常、偏光ミラーは、第一の種類の偏光の光を投影（見る）側（ビューイングサイド（
viewing
side））に反射する第一の面を有し、前記ミラーは第二の種類の偏光の光を透過（通過（
パス（pass）））させると共に自身の非投影（見ない）側でディスプレイデバイスを備え
、当該ディスプレイデバイスは使用の間、第二の種類の偏光の光をもたらす。前記ディス
プレイデバイスは使用の間、（偏光された）光を放射すると共に反射する。
【００１０】
　“第一の種類の偏光の光を反射する第一の面を有する”ことによって、ミラー面は偏光
面としての役割を果たすことが意図される。使用されるとき、偏光面上の入射光の波長の
ある一定の範囲内の光は二つのコンポーネント（成分）に分割され、その一方は偏光面に
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よって反射され、他方は偏光面を通じて透過するであろう。通常最も知られている態様は
、線形的に偏光させられる、偏光の垂直方向を有する二つのコンポーネントにおける光の
分割である。一方で前記光は右旋性円偏波（right-handed
circular polarization）及び左旋性円偏波（left-handed
circular polarization）又は楕円偏光（elliptical
polarization）に分割されてもよい。
【００１１】
　このようなミラーの第一の可能な用途は双方向（インタラクティブ）バスルームミラー
（interactive
bathroom-mirror）である。当該ミラーは、ユーザがミラーの前に立っている間、例えば
歯を磨いている間又はシェービングしている間、ニュース又は天気予報のような（好まし
くは個人化）情報を表示する。子供の場合、歯を磨いている間、前記ミラーにおける同じ
又は他のディスプレイは、ブラッシング（のためのタイミング）を学ばせるために双方向
指導（教育）（例えば漫画のキャラクタによって）を表示し得る。ミラーは、入浴中又は
散発中にテレビジョン又は映画を表示するために更に使用され得る。
【００１２】
　このようなミラーは、パースミラー（purse-mirror）のようなハンドヘルド双方向デバ
イス（handheld
interactive device）としても使用されることが可能であり、又は自動車産業においても
使用されることが可能であり、CCDカメラによって投影されるような死角（デッドアング
ル（dead-angle））がバックミラー（rear-view
mirror）で直接表示され得る。
【００１３】
　好ましくは前記ミラーは、ディスプレイデバイスの領域において反射層でアパーチャを
有する。アパーチャ内の（薄い）半透過層（transflective
layer）は上記の不均質性をここでも低減する。
【００１４】
　“全身を映すミラー”領域及びディスプレイ領域の可視性を防止するためにアパーチャ
端部（エッジ）における反射層の反射率は増大させられ、アパーチャから外へ向けられた
方向で投影される。更に端部領域の（装飾的な）カバーも可能である。
【００１５】
　更なる実施例が自身の投影側で更なる半透明ミラー（semi-transparent
mirror）を有する。
【００１６】
　本発明のこれら及び他の態様は以下に記載の実施例から明らかであり、以下に記載の実
施例を参照して説明されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図面は概略的であり、寸法通りではない。対応する要素は通常同じ参照番号によって示
される。
【００１８】
　図１は、光を反射するミラー２を有する目的を見るためのミラーデバイス１を示してお
り、人物３は自身の画像（イメージ）３’（更に背景（図示略））を見ている。本発明に
よれば、ミラーはガラス基板（glass
substrate）４上にもたらされる反射層８においてアパーチャ９を有している（図２も参
照）。更にミラーは、自身の非投影側においてディスプレイデバイス５を備える。
【００１９】
　当該例におけるディスプレイデバイス５は、二つの基板（ガラス若しくはプラスチック
又は何れか他の好適な物質）間に液晶物質を有する液晶ディスプレイデバイスである。ほ
とんどの液晶ディスプレイデバイスは偏光効果に基づいているため、使用の間のディスプ
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レイ５は偏光された光をかなり放射する。通常、バックライト（backlight）からの光は
液晶ディスプレイ効果によって変調される。液晶ディスプレイデバイスは偏光効果に基づ
いているため、ディスプレイ５は第一の偏光器及び第二の偏光器（又は検光器（アナライ
ザ（analyzer）））を有しており、ある偏光（方向）の光を透過させる。
【００２０】
　一方、ある用途において、ミラー用途における反射画像に対して表示された情報の高い
コントラストの効果を得るために例えば（Ｏ）ＬＥＤ又は他のディスプレイからの光を偏
光することは興味深いことでさえある。
【００２１】
　２００２年３月１８日に出願された審査係属中の欧州特許出願第02076069.2号公報及び
２００２年１０月１７日に出願された欧州特許出願第02079306.3号公報（PH NL 02.1038
）に開示されているように、前記ミラー機能（ファンクション）は、ミラー（面）が第一
の種類の偏光（方向）の光（ほぼ５０％反射（図２における矢印１４によって示される）
）のみを反射する偏光ミラー又は反射偏波器を導入することによって得られるが、ディス
プレイ５によって生成される第二の種類の偏光（方向）の光（ほぼ１００％透過（伝達）
又は放射（図２における矢印１５によって示される））を透過する。
【００２２】
　ディスプレイ５及び偏光ミラー６を有するミラーディスプレイ７は、ほぼ全ての光（放
射）（１００％までの透過又は放射（図２における矢印１３によって示される））を反射
するミラー２に組み込まれるか、又は埋め込まれる。
【００２３】
　ほとんどの用途においてミラー２はミラーディスプレイ７よりも（ずっと）大きくなる
。ディスプレイ領域の外側でミラーは通常のミラーである。ディスプレイ領域において、
ミラーディスプレイが可視となるように反射層はもたらされない。両方の領域の反射特性
は同じになる必要がない。しかしながら両方の領域の反射率（及び色のような他の光学パ
ラメータ）が同じに選択される場合、変わり目（変遷部）（トランジション（transition
））はほとんど見えないであろう。図３は前記変わり目が更にマスクされる更なる実施例
を示す。アパーチャ９の端部１１における反射層８の反射率は増加させられ、アパーチャ
から外へ向けられた方向で投影される。最適な増加は１ｍｍと２０ｍｍとの間の距離に渡
って達せられる。反射層８の傾斜端部（スランティングエッジ（slanting edge））１１
を使用すること、又は例えば反射粒子の濃度を低減することの何れかによって、このよう
な反射粒子の合成物（コンポジション（composition））から構成される反射層が使用さ
れるとき当該増加は得られ得る。図３において矢印１４、１５、及び１６は図２における
矢印と同じ意味を有する。
【００２４】
　示されている実施例において、感知されるディスプレイ輝度（ブライトネス（brightne
ss））が最適になる一方、同時にディスプレイ領域は、ディスプレイがオフされるときミ
ラーとしての役割を果たす。更に非ディスプレイ領域におけるミラー特性は、ミラーとし
ての使用に対して最適となることが可能であり、偏光ミラーの大きさは（コストを低減す
ると共に大きなサイズのミラーを可能にする）ディスプレイサイズに制限され得る。
【００２５】
　図４の実施例において、（ミラー２の残りの部分における層８よりも薄くなる）アパー
チャ９内の反射物質の薄い層８’がもたらされる。ミラー２はこの場合、各々が異なる透
過／反射を備える二つの異なる領域、ディスプレイ及び非ディスプレイ領域を有する。ミ
ラー２のディスプレイ領域は非ディスプレイ領域よりも低い反射率及び高い透過率を有す
る。ディスプレイ領域の反射率及び透過率を調整することによって、トレードオフが反射
率（ミラー機能）と感知されたディスプレイ輝度との間でもたらされ得る。（偏光ミラー
及びディスプレイ領域における）フロントミラーの結合反射（combined reflection）と
同じ非ディスプレイ領域の反射率を選択することによって両方の領域間の感知差は最小限
化され得る。更に（色のような）他の光学特性が満たされ得る。特により小さなミラーの
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てもよい。図４及び５において矢印１４、１５、及び１６は図２及び３における矢印と同
じ意味を有する。
【００２６】
　図６は最終的に図３の実施例についての変形例を示しており、図３の実施例の前に更な
る半透明ミラー１２を有し、ミラー１２はガラス基板１７上にもたらされる部分的反射且
つ部分的透過層１６を有している。この場合、局所的に透明なミラー２の反射層８の位置
に対して二つの異なる代替例が可能となる。偏光ミラー６の側に位置される場合、ディス
プレイ領域と非ディスプレイ領域との間の変わり目の可視性は最小限化されるであろう。
半透明ミラー１２の側に位置される場合、非ディスプレイ領域における視差（パララック
ス（parallax））効果は最小限化されるであろう。
【００２７】
　本発明の保護範囲は記載の実施例に限定されるものではない。例えば一つよりも多くの
ディスプレイがミラーに組み込まれ得るが、多くの他の用途領域（バックミラー、試着室
等）が想定され得る。更に図４及び６の実施例においてアパーチャ９の端部１１における
反射層８の反射率はここでも増加させられ、アパーチャから外へ向けられた方向で投影さ
れる。
【００２８】
　更に着色されたストリップのようなマスク又は用途の種類に依存して何れかの他の好適
な設計が変わり目領域（端部）にもたらされてもよい。
【００２９】
　本発明は、各々及び全ての新規な特徴と特徴の各々及び全ての組み合わせとをもたらす
。請求項における参照番号は保護範囲を限定するものではない。動詞“有する”及びその
語形変化は、請求項に記載の構成要素と異なる構成要素の存在を排除するものではない。
構成要素に先行する冠詞“ａ”及び“ａｎ”の使用は複数のこのような構成要素の存在を
排除するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明によるミラーデバイスの可能な実施例である。
【図２】本発明によるミラーデバイスの一部の断面図である。
【図３】図２によるミラーデバイスの変形例を示している。
【図４】本発明による他のミラーデバイスの一部の断面図である。
【図５】本発明による他のミラーデバイスを示している。
【図６】本発明による他のミラーデバイスの一部の断面図である。
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摘要(译)

基于包括例如先前定位的偏振镜（6）的LCD显示器（5），可以同时用
于显示目的的镜装置（1）。偏振镜（2）具有不干扰来自显示器（5）的
光的透射的特征，但不反射来自屏幕区域外部的光。偏振镜（2）嵌入在
传统的反射镜（4,8）中。
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